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背景：腹囲だけでなく、腹囲・身長比も循環器疾患およびメタボリックシンドロームのスクリー

ニングに有用であることが報告されているが、年齢の影響を考慮した報告は限られている。そこ

で、本研究では腹囲・身長比と循環器疾患の発症の関連を年齢階級別に検討した。 

方法：1989-1994 年に大阪府吹田市住民から無作為抽出された循環器疾患（冠動脈疾患・脳卒中）

の既往のない 30-83 歳の 5488 名（女性 2888 名、男性 2600 名）を平均 13 年間追跡した。性別・

年齢階級別(50-69 歳、70 歳以上)に腹囲・身長比の四分位と循環器疾患発症との関連を、Cox 比

例ハザードモデルを用いて検討した。 

結果：50-69歳男性において、総循環器疾患および冠動脈疾患で有意にリスクが上昇し、第4四分

位のハザード比(95%信頼区間)は、第1四分位を基準として、それぞれ1.82（1.13-2.92）、2.42 

(1.15-5.12)であった。女性では脳卒中で有意にリスクが上昇し、ハザード比は2.43 (1.01-5.85)であ

った。男女とも、70歳以上では有意なリスクの上昇は見られなかった。尤度比検定より、腹囲・身長比は50-69

歳の男性において腹囲より高い予測力を示した。 

結論：腹囲・身長比と循環器疾患発症の関係は年齢階級により異なっていた。腹囲・身長比は日

本人の中年男女において循環器疾患発症のハイリスク者を特定するのに有用であり、特に中年男

性においては、腹囲よりも予測力が高かった。 
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